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議会定例会
6月議会定例会は、6月
2日から29日間の会期
で開催し、6月30日に
閉会しました。

■ 6月議会定例会で審議した議案等
議案番号 件　　　　　名 概　　　　　　　　　　　　要 審議結果

議案
第44号

御前崎市職員の勤務時間、
休暇等に関する条例等の一
部を改正する条例の制定に
ついて

人事院規則の改正に伴い、所要の改正を行うもの 全員一致で
可決

議案
第45号

御前崎市職員の育児休業等
に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

「地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正
する法律」の公布並びに人事院規則の改正に伴い、所
要の改正を行うもの

全員一致で
可決

議案
第46号

御前崎市税条例の一部を改
正する条例の制定について

令和7年3月31日に「地方税法及び地方税法等の一部
を改正する法律の一部を改正する法律」が公布された
ことに伴い、所要の改正を行うもの

全員一致で
可決

議案
第47号

御前崎市指定地域密着型
サービスの事業の人員、設
備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正す
る条例の制定について

令和6年12月27日の「指定地域密着型サービスの事業
の人員、設備及び運営に関する基準」の改正を踏まえ、
人員に関する基準について、所要の改正を行うもの

全員一致で
可決

議案.
第48号

御前崎市観光物産会館設置
及び管理条例の一部を改正
する条例の制定について

施設利用にあたり使用料の減額規定の追加、名称及び
使用料の見直しを行うほか、所要の改正を行うもの

全員一致で
可決

議案
第49号

御前崎市マリンパーク御前崎
オートキャンプ場条例の一部を
改正する条例の制定について

施設利用にあたり区画の見直し及び使用料の改正を
行うもの

賛成多数で
可決

議案
第50号

財産の取得について�
（学習者用端末購入）

GIGA スクール用端末1,434台の購入につき、総額
6,352万8,207円の契約を締結するため、地方自治法
の規定により、議会の議決を求めるもの

全員一致で
可決

議案
第51号

令和7年度御前崎市一般会
計予算の補正（第1号）につ
いて

生活保護法の改正やマリンパークオートキャンプ場
の運営に係る委託料増額などに伴い、歳入歳出それぞ
れ1,563万6千円を増額し、総額168億5,563万6千円
とするもの

全員一致で
可決

議案
第52号

令和7年度御前崎市佐倉財
産区特別会計予算の補正
（第1号）について

佐倉地区多目的広場の防球対策補助に伴い、歳入歳出
それぞれ70万円を増額し、総額590万円とするもの

全員一致で
可決

同意
第4号

御前崎市固定資産評価審査委
員会委員の選任につき議会の
同意を求めることについて

現委員の松
ま つ

林
ばやし

 清
きよし

 氏、松
ま つ

井
い

孝
た か

行
ゆ き

 氏、山
や ま

﨑
ざ き

直
な お

紀
き

 氏を引き
続き御前崎市固定資産評価審査委員会委員に選任す
ることについて、議会の同意を求めるもの

全員一致で
同意

同意
第5号

御前崎市教育委員会委員の
任命につき議会の同意を求
めることについて

現教育委員の島
し ま

田
だ

惠
め ぐ

美
み

 氏を引き続き御前崎市教育委
員会委員に任命することについて、議会の同意を求め
るもの

全員一致で
同意

6月月
議会の様子は「YouTube」で配信されています。

初日 最終日
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議案番号 件　　　　　名 概　　　　　　　　　　　　要 審議結果

同意
第6号

御前崎市佐倉財産区管理委
員の選任につき議会の同意
を求めることについて

御前崎市佐倉財産区管理委員に柳
やなぎ

沢
さ わ

敏
と し

雄
お

 氏を選任す
ることについて、議会の同意を求めるもの

全員一致で
同意

承認
第5号

専決処分の報告及びその承
認について（御前崎市国民
健康保険税条例の一部を改
正する条例）

令和7年3月31日に「地方税法施行令及び国有資産等
所在市町村交付金法施行令の一部を改正する政令」が
公布されたことに伴い、御前崎市国民健康保険税条例
の一部を改正する必要が生じたため、地方自治法の規
定により令和7年3月31日に専決処分したことを承認
するもの

全員一致で
承認

承認
第6号

専決処分の報告及びその承
認について（御前崎市税条
例の一部を改正する条例）

令和7年3月31日に「地方税法及び地方税法等の一部
を改正する法律の一部を改正する法律」が公布された
ことに伴い、御前崎市税条例の一部を改正する必要が
生じたため、地方自治法の規定により令和7年3月31
日に専決処分したことを承認するもの

全員一致で
承認

同意
第7号

御前崎市副市長の選任につ
き議会の同意を求めること
について

御前崎市副市長に山
や ま

崎
ざ き

雅
ま さ

樹
き

 氏を選任することについ
て、議会の同意を求めるもの

全員一致で
同意

議案
第53号

令和7年度御前崎市一般会
計予算の補正（第2号）につ
いて

公用車のNHK受信料未契約分の増額などに伴い、歳
入歳出それぞれ1,775万8千円を増額し、総額168億
7,339万4千円とするもの

全員一致で
可決

同意
第8号

御前崎市副市長の選任につ
き議会の同意を求めること
について

御前崎市副市長に松
ま つ

坂
ざ か

亮
りょう

輔
す け

 氏を選任することについ
て、議会の同意を求めるもの

全員一致で
同意

同意
第9号

固定資産評価員の選任につ
き議会の同意を求めること
について

固定資産評価員に山
や ま

崎
ざ き

雅
ま さ

樹
き

 氏を選任することについ
て、議会の同意を求めるもの

全員一致で
同意

同意
第10号

御前崎市新野財産区管理委
員の選任につき議会の同意
を求めることについて

御前崎市新野財産区管理委員に晝
ひ る

仲
な か

一
か ず

成
し げ

 氏を選任す
ることについて、議会の同意を求めるもの

全員一致で
同意

発議
第4号

御前崎市議会議員政治倫理
規程第10条第2項の措置に
関する決議について

政治倫理基準に違反する行動があったと認定された
髙田和幸議員に対し「本会議場における議長からの口
頭注意及び本人による謝罪文の朗読」の措置を講ずる
もの

賛成多数で
可決

発議
第5号

髙田和幸議員に対する辞職
勧告決議について

本会議場における謝罪文の朗読拒否や政治倫理基準
に反する言動があるとして、髙田和幸議員に対し自ら
の意思により速やかに議員辞職することを強く勧告
するもの

賛成多数で
可決

発議
第６号

御前崎市議会政治倫理審査
委員会の秘密会に関する調
査特別委員会設置に関する
決議について

御前崎市議会政治倫理審査委員会の秘密会の議事内
容が漏洩したことに関する調査特別委員会設置を決
議するもの

全員一致で
可決
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議案番号
議員名（議席順）

案件・結果
（賛成＝○ 反対＝×）

髙
田
和
幸

福
田
伸
次

川
口
知
幸

石
川
貴
広

村
田
明
彦

小
田
芳
久

二
俣
秀
明

櫻
井　

勝

河
原
﨑
惠
士

植
田
浩
之

渥
美
昌
裕

阿
形　

昭

阿
南
澄
男

議案.
第49号

御前崎市マリンパーク御前崎オートキャン
プ場条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

可
決××○○○○○○○○※×○

発議
第4号

御前崎市議会議員政治倫理規程第10条第2
項の措置に関する決議について

可
決
除
斥×○○○○○○○○※退

席○

発議
第5号

髙田和幸議員に対する辞職勧告決議につい
て

可
決
除
斥×○○○×○○○○※退

席○

◆賛否が分かれた議案 ※議長は採決には加われません。

発議第４号、発議第５号で退席した阿形昭議員については、議長から厳重注意がありました。

御前崎市議会議員政治倫理規程第10条第2項の措置に関する決議

御前崎市議会政治倫理審査委員会から令和 7 年 6 月 12 日付けで議長へ提出された審査結果報告書によ
れば、令和 7 年 2 月議会定例会の最終日に上程された「髙田和幸議員に対する問責決議」の審議の際の髙
田和幸議員の発言は、御前崎市議会議員政治倫理規程第 3 条 第 1 号、第 5 号、第 6 号、及び第 7 号に違
反するものと認定された。また、令和 7 年 3 月 25、26、31 日、及び 4 月 1 日の髙田和幸議員のブログ
による情報発信の内容の一部も、御前崎市議会議員政治倫理規程第 3 条 第 1 号に違反するものと認定さ
れた。

なお、同報告書の最後には、髙田和幸議員に対し「本会議場における議長からの口頭注意及び本人によ
る謝罪文の朗読」の措置を講ずるよう求めるとの付帯意見が添えられている。

髙田和幸議員に対する措置については、議長から諮問を受けた議会運営委員会において協議され、公平
かつ慎重なる審査を行った御前崎市議会政治倫理審査委員会の審査結果及び付帯意見を尊重することが全
会一致で確認されている。

よって、御前崎市議会は、髙田和幸議員に対し「本会議場における議長からの口頭注意及び本人による
謝罪文の朗読」の措置を講ずることを決議するものである。

なお、謝罪文については、次のとおりとする。

謝　罪　文
私は、御前崎市議会政治倫理規程第 10 条第 2 項の措置に関する決議に従い、次のとおり謝罪い

たします。
一、市職員に精神的苦痛を与え、職場の健全な環境に悪影響を及ぼした責任が議会事務局職員に

あるかのような私の発言は、市民の代表者として、その品位を損なうものであり、議会事務局職員
の公正な職務の遂行を妨げるとともに職員を誹謗中傷する発言でありました。私は、このことを深
く反省し、今後、このような発言はいたしません。

一、市役所が嘘をつく組織であると市長が認めているかのような誤解を招く私の発言や市の内部
文書である「引継書」を職員から直接入手するという議会のルールを無視した私の行動は、市職員
の公正な職務の遂行を妨げるものでありました。私は、このことを深く反省し、今後、このような
行動はいたしません。

一、市職員の引継書を入手する過程における私の言動はハラスメント行為と認定されました。私
は、このことを深く反省し、今後、このような行動はいたしません。



おまえざき  市議会だより　第 81 号　　2025 年 4.5.6 月

5

髙田和幸議員に対する辞職勧告決議

髙田和幸議員の一連の行動は、御前崎市議会政治倫理審査委員会において政治倫理基準に違反するもの
と認定され、「本会議場における議長からの口頭注意及び本人による謝罪文の朗読」の措置を講ずることが、
本会議の賛成多数で可決されたにもかかわらず、自らは謝罪文の朗読を拒否した。

これまでも、髙田和幸議員は、自身のブログで不適切な表現を用いて情報発信を行ったとして、令和 7
年 3 月 6 日に議長から文書による厳重注意を受けている。また、令和 7 年 2 月議会定例会の一般質問では、
市役所を「嘘をつく組織」と表現し、市職員の名誉を傷つけるとともに、市役所全体の信頼を失墜させた
として、令和 7 年 3 月 24 日に問責決議が可決されている。

このような髙田和幸議員の一連の行動は、議会の品位と権威を傷つけるとともに、御前崎市議会に対す
る市民の信頼を著しく失墜させるものであった。

そうした経緯があるにもかかわらず、相変わらず政治倫理基準に反する言動を繰り返し、政治倫理審査
委員会や本会議の決定にも従わないなど、一向に反省の姿勢が見られない髙田和幸議員を、御前崎市議会
としては断じて許すわけにはいかない。

よって、御前崎市議会は、髙田和幸議員に対し、自らの意思により速やかに議員辞職することを強く勧
告するものである。

以上、決議する。

令和 7 年 6 月 30 日
御 前 崎 市 議 会

一、「嘘をつく組織と一つの例として挙げさせてもらいましたが、実際には幾つも挙げることが
出来ましたので、省略をして一つだけ挙げました」という私の発言は、私の誤った解釈に基づく発
言であり、市役所全体、職員全体を誹謗中傷するものでありました。私は、このことを深く反省し、
今後、このような発言はいたしません。

一、「現職のある市の議会事務局長、政令指定都市の議会事務局に 13 年在籍していた職員、近隣
市の議会事務局長経験者の 3 名に確認していただき、さらに御前崎市の職員にも 4 名に見ていただ
きました。また、県の職員にも全ての内容を確認していただきましたが、問題はなかったという話
でした」という私の発言は、事実に基づかない発言でありました。私は、このことを深く反省し、
今後、このような発言はいたしません。

一、私が、令和 7 年 3 月 25 日及び 4 月 1 日のブログに掲載した新聞紙面の写真は、当該新聞社
の許可を得ずに掲載したものであり、後日、削除したとはいえ著作権法に抵触するものでありまし
た。私は、このことを深く反省し、今後、このような情報発信はいたしません。

一、私が、令和 7 年 3 月 26 日及び令和 7 年 3 月 31 日のブログに他人の葬儀日程や祭壇の写真
を掲載したことは、政治倫理以前の問題であり、たとえ遺族の許可を得ていたとしても、市民の代
表者である議員としての品位を損なうような行動でありました。私は、このことを深く反省し、今後、
このような情報発信はいたしません。

私は、今回このような事態を招いた責任を重く受け止め、あらためて自らの役割と責任を自覚す
るとともに、自らの行動を厳しく律し、市民に信頼される議員となるべく努力することをお誓いし、
皆様への謝罪とさせていただきます。このたびは、誠に申し訳ございませんでした。

令和 7 年 6 月 30 日
御前崎市議会議員　髙 田 和 幸
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令
和
７
年
６
月
17
日
及
び
６
月
20
日

に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会

で
の
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
議
案
第
48
号
に
つ
い
て
】
P.2
参
照

問
御
前
崎
市
観
光
物
産
会
館
の
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
利
用
料

が
条
例
改
正
さ
れ
な
い
ま
ま
徴
収
さ
れ

て
い
た
の
か

答
そ
の
と
お
り
で
す
。
利
用
者
か

ら
請
求
が
あ
っ
た
場
合
、
確
認

し
た
上
で
返
還
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

問
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広
報
す

る
必
要
は
な
い
か

答
市
と
し
て
真
摯
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

【
議
案
第
49
号
に
つ
い
て
】
P.2
参
照

問
御
前
崎
市
マ
リ
ン
パ
ー
ク
御
前

崎
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
使
用
料
だ
け
で
な

く
利
用
時
間
も
条
例
に
記
載
す
る
必
要

は
な
い
か

質
委
員

疑会

答
利
用
時
間
の
明
記
に
つ
い
て

は
、
地
方
自
治
法
第
２
２
８
条

で
「
分
担
金
、
使
用
料
、
加
入
金
及
び

手
数
料
に
つ
い
て
条
例
で
定
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

細
目
は
条
例
か
ら
規
則
へ
委
任
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

に
つ
い
て
は
、
条
例
及
び
規
則
の
改
正

後
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
て
業
務
委

託
を
実
施
し
、
業
者
と
利
用
時
間
ル
ー

ル
等
を
決
め
て
、
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

を
考
え
て
お
り
ま
す
。

令
和
７
年
６
月
17
日
に
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
質
疑
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
議
案
第
50
号
に
つ
い
て
】
P.2
参
照

問
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
整

備
さ
れ
た
端
末
を
更
新
す
る

が
、G

oogleChrom
e

の
Ｏ
Ｓ
を
引

き
続
き
採
用
す
る
理
由
は
何
か

答
機
種
変
更
時
の
経
費
が
安
価
で

あ
る
こ
と
、
ソ
フ
ト
が
充
実
し

て
い
る
こ
と
、
ま
た
授
業
で
も
活
用
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
きG

oogle 
C

hrom
e

の
Ｏ
Ｓ
を
採
用
し
ま
し
た
。

な
お
、
執
行
部
に
対
し
、
提
言
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

文
教
厚
生

委
員
会

議会の様子は
「YouTube」で
配信されています。

総
務
経
済

委
員
会

議会の様子は
「YouTube」で
配信されています。

令和 7 年 6 月 30 日
御前崎市長　下村  勝 様

御前崎市文教厚生委員会
委員長　阿形  昭

市立御前崎総合病院の在り方に関する提言

御前崎市議会文教厚生委員会は、病院事業会計への操出金が一般会計に大きな影響を与えていること
から、市立御前崎総合病院が引き続き市民の命と健康を守ることができるよう、病院経営や病院の在り
方について調査研究してきました。

今まで、神奈川県三浦市立病院や山形県公立置賜総合病院・公立置賜長井病院への行政視察、近隣の
公立総合病院の調査、市立御前崎総合病院の経営状況に関する質疑を行ってきました。

ついては、市立御前崎総合病院の在り方に関し、下記のとおり提言いたします。

記

市立御前崎総合病院は、地方公営企業法一部適用の病院として、これまで経営改善に取り組んできたが、
十分な成果が表れていない状況が続いている。

令和 6 年度に設置された経営戦略室を中心として、経営形態の見直しを含む経営改革を行うことが必
要不可欠である。すでに意見書を提出しているが、抜本的な経営改革のために、病院経営に卓越した人
材の採用が必要である。地域医療体制の強化に向けて、医療の質の向上と医師確保を図る必要がある。
そのために、中東遠医療センターとの連携体制の構築が重要である。開院から 38 年経過した市立御前崎
総合病院。病院建て替えを視野に入れ、今後は中東遠医療センターのサテライト病院、あるいは医療法
人社団に経営委託して経営を継続したい。
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問
内
閣
府
が
令
和
７
年
３
月
に
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想

定
の
見
直
し
を
行
っ
た
が
、
本
市
の
津

波
被
害
想
定
は
10
年
前
に
公
表
さ
れ
た

も
の
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。
防
災
対
策

は
万
全
と
考
え
る
か

答
２
級
河
川
新
野
川
の
堤
防
高
は

河
口
付
近
で
６・
３
メ
ー
ト
ル

と
、
静
岡
県
第
３
次
地
震
被
害
想
定
の

ま
ま
と
な
っ
て
お
り
、
万
全
と
は
言
え

な
い
状
況
で
す
。

問
静
岡
県
第
４
次
地
震
被
害
想
定

に
よ
れ
ば
レ
ベ
ル
２
の
津
波
被

害
の
死
者
数
は
約
２
千
人
と
さ
れ
て
い

る
。
新
野
川
沿
い
に
お
け
る
被
害
状
況

を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か

答
池
新
田
地
区
の
新
野
川
沿
い
に

お
け
る
被
害
は
、
最
悪
の
想
定

で
死
者
数
は
約
４
百
人
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

問
国
道
１
５
０
号
線
の
南
側
の
池

新
田
工
業
団
地
周
辺
と
北
側
の

商
業
地
域
に
お
け
る
施
設
の
従
業
員
や

来
店
者
数
は
、
ど
の
程
度
と
見
込
ん
で

い
る
か

答
南
側
の
区
域
に
は
、
12
の
企
業

が
立
地
し
て
お
り
、
従
業
員
は

約
３
４
０
人
。北
側
の
商
業
地
域
に
は
、

休
日
の
昼
の
時
間
帯
で
約
６
百
人
の
お

客
様
が
訪
れ
ま
す
。

問
国
道
１
５
０
号
線
の
北
と
南
で

約
９
百
人
の
避
難
者
に
対
し

て
、
避
難
タ
ワ
ー
と
避
難
ビ
ル
で
は
約

２
百
人
し
か
避
難
で
き
な
い
。
先
ほ
ど

の
被
害
想
定
で
は
約
４
百
人
が
津
波
の

被
害
を
受
け
る
と
さ
れ
て
い
る
。
昨
年

12
月
に
池
新
田
地
区
か
ら
要
望
書
と
し

て
提
出
し
た
「
池
新
田
地
区
南
東
部
防

災
拠
点
」
の
早
期
整
備
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い

答
池
新
田
地
区
防
災
方
面
隊
の
要

望
内
容
は
重
視
し
て
お
り
ま

す
。
津
波
避
難
施
設
の
新
設
の
必
要
性

を
認
識
し
て
お

り
、
ま
た
放
射

線
防
護
施
設
の

新
設
や
外
部
被

ば
く
対
策
の
強

化
の
必
要
性
も

あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

一般質問
•	

津
波
防
災
対
策
に
つ
い
て

阿南澄男

一般質問 6月12日、4名が登壇
市政を問う

議会の様子は「YouTube」で
配信されています。

東日本大震災の津波による被害

問
水
産
業
界
で
は
、
主
要
魚
種
の

不
漁
、
燃
料
・
資
材
価
格
の
高

騰
で
漁
業
経
営
や
漁
協
運
営
は
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
本
市
の
漁

業
の
現
状
認
識
と
支
援
策
を
伺
い
ま
す

答
漁
獲
量
の
減
少
に
加
え
、
燃
料

や
資
材
価
格
の
高
騰
な
ど
が
漁

業
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。
県
や
関
係
団
体
と
密
に
連

携
し
、
今
年
度
実
施
し
て
い
る
製
氷
施
設

整
備
事
業
へ
の
補
助
を
通
じ
た
御
前
崎

港
の
利
便
性
向
上
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、

行
政
の
で
き
る
支
援
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
で
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
の
振

興
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
製
氷
施
設
工
事
が
10
％
以
上
安

く
落
札
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
余

剰
予
算
を
漁
業
振
興
に
投
入
す
る
お
考

え
は
あ
り
ま
す
か

答
本
補
助
金
は
令
和
６
年
度
繰
越

予
算
へ
の
計
上
の
た
め
、
令
和

７
年
度
事
業
へ
の
流
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
本
市
に
あ
る
静
岡
県
温
水
利
用

研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ク
エ
・

ヒ
ラ
メ
・
マ
ダ
イ
等
の
養
殖
・
放
流
事

業
を
行
い
、
栽
培
漁
業
を
実
践
し
て
い

ま
す
。
近
隣
の
磐
田
市
で
は
エ
ビ
の
一

大
養
殖
地
と
し
て
日
本
最
大
級
の
陸
上

養
殖
プ
ラ
ン
ト
が
竣
工
し
ま
し
た
。
御

前
崎
市
で
も
陸
上
養
殖
の
事
業
所
の
誘

致
・
育
成
の
調
査
研
究
を
行
う
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か

答
本
市
に
合
っ
た
養
殖
方
法
を
検

討
し
、
将
来
的
に
は
市
の
名
物

と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ
と
も
見
据

え
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
御
前
崎
市
の
沿
岸
海
域
に
形
成

さ
れ
て
い
た
約
８
千
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
藻
場
は
全
て
消
滅
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
海
を
利
用
し
た
脱
炭
素
対
策
に

有
効
な
藻
場
の
再
生
は
急
務
で
あ
る
と

思
い
ま
す
が
市
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す

答
磯
焼
け
対
策
は
、
産
学
官
一
丸

と
な
っ
た
取
り
組
み
が
な
け
れ

ば
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
問
題
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
学
術
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
現
在
、
静
岡
大

学
に
お
い
て
、
本
市
の
海
を
活
用
し
た

研
究
を
推
進
す
る
話
が
具
体
的
に
進
ん

で
お
り
、事
業
採
択
さ
れ
た
場
合
に
は
、

よ
り
高
度
な
研
究
成
果
が
期
待
で
き
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一般質問

小田芳久

•	

御
前
崎
市
の
漁
業
の
現
状
認
識
と	

支
援
策
に
つ
い
て

•	‌

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン・藻
場
の
再
生
に
つ
い
て
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一般質問

河原﨑惠士

•	

防
災
計
画・津
波
避
難
計
画
等
に
つ
い
て

一般質問

阿形　昭

•	

防
災
井
戸
に
つ
い
て

•	

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

問
大
規
模
災
害
が
発
生
し
て
上
水

道
が
断
水
し
た
場
合
に
備
え
、

民
家
や
事
業
所
が
所
有
す
る
井
戸
を
防

災
井
戸
と
し
て
登
録
し
、
断
水
し
た
と

き
だ
け
に
限
り
、
市
民
が
防
災
井
戸
を

利
用
す
る
制
度
が
で
き
な
い
か

答
防
災
井
戸
の
登
録
制
度
は
、
県

内
９
市
町
が
導
入
し
て
お
り
、

本
市
で
は
現
在
こ
の
制
度
は
導
入
し
て

い
ま
せ
ん
。
災
害
時
に
お
け
る
水
の
確

保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
飲
料
水
は
耐
震

貯
水
槽
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
の
備
蓄

な
ど
に
よ
り
確
保
し
て
い
ま
す
。
生
活

用
水
は
、
使
用
量
も
多
く
不
足
す
る
場

合
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、
防
災
井
戸
の

登
録
制
度
は
、
災
害
時
に
お
け
る
水
を

確
保
す
る
重
要
な
手
段
の
一
つ
と
考
え

ま
す
。
登
録
し
た
井
戸
の
情
報
は
、
広

報
手
段
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
と
い

う
課
題
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
災
害
時
に

水
を
確
保
す
る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に

大
切
で
、
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え

ま
す
の
で
、
今
後
前
向
き
に
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

問
上
水
道
が
長
期
間
断
水
し
た
場

合
で
も
、
配
水
池
に
貯
め
ら
れ

て
い
る
水
を
利
用
し
て
、
困
っ
て
い
る

市
民
に
配
り
た
い
も
の
で
す
。
当
市
に

給
水
車
は
あ
る
の
か
伺
う 

答
本
年
度
、
給
水
車
を
配
備
す
る

予
定
で
す
。
飲
料
水
の
最
大
容

量
は
２
千
８
百
リ
ッ
ト
ル
程
度
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
給
水
車
の
活
用

方
法
は
、
災
害
や
漏
水
事
故
な
ど
の
断

水
時
に
お
け
る
給
水
活
動
を
想
定
し
て

い
ま
す
。
平
常
時
に
は
市
内
各
地
区
で

の
防
災
訓
練
で
活
用
し
、
市
民
の
皆
様

の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
他
県
や
他
市
で
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
給
水
車
の
派
遣
を
考
え
て

い
ま
す
。

問
防
犯
カ
メ
ラ
は
犯
罪
抑
止
効
果

が
あ
り
ま
す
。
市
内
の
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
状
況
と
活
用
方
法
に
つ
い
て

伺
う答

防
犯
カ
メ
ラ
は
市
役
所
駐
車
場
、

図
書
館
駐
車
場
、
公
園
、
学
校

な
ど
に
防
犯
対
策
、
安
全
管
理
の
た
め

に
設
置
し
て
い
ま
す
。
犯
罪
の
抑
止
効

果
、
事
件
発
生
時
の
映
像
を
残
す
こ
と

や
施
設
利
用
者
に
安
心
感
を
与
え
る
な

ど
の
役
割
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
広
報
お
ま
え
ざ
き
４
月
号
に
掲

載
さ
れ
て
い
た
現
実
の
災
害
を

想
定
し
た
防
災
対
策
と
は
、
具
体
的
に

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
想
定
し
て
い
る

の
か答

平
成
25
年
に
報
告
さ
れ
た
静
岡

県
第
４
次
地
震
被
害
想
定
に
、

レ
ベ
ル
１
の
地
震
津
波
に
つ
い
て
具
体

的
な
被
害
想
定
が
示
さ
れ
て
い
る
た

め
、
こ
の
結
果
を
も
っ
て
現
実
的
な
災

害
と
想
定
し
防
災
・
減
災
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

問
地
域
防
災
計
画
に
お
け
る
要
避

難
地
域
と
避
難
想
定
人
数
を
伺

う
答
御
前
崎
、
白
羽
、
佐
倉
、
池
新

田
、
高
松
地
区
で
あ
り
、
令
和

７
年
１
月
現
在
約
８
９
０
世
帯
２
千
人

が
避
難
対
象
人
数
で
す
。

問
本
年
３
月
14
日
実
施
の
津
波
避

難
訓
練
は
、
想
定
最
大
津
波
高

を
19
メ
ー
ト
ル
と
し
た
が
、
最
大
津
波

高
は
一
部
地
点
だ
け
で
、
全
て
の
地
域

が
19
メ
ー
ト
ル
の
津
波
と
誤
解
を
招
き

や
す
い
。ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ（
防
災
マ
ッ

プ
）
を
使
用
し
た
訓
練
の
方
が
望
ま
し

い
の
で
は
な
い
か

答
津
波
高
の
情
報
は
地
域
差
を
明

示
し
た
う
え
で
発
信
す
る
こ
と

が
望
ま
し
く
、今
後
の
訓
練
説
明
会
で
、

地
区
ご
と
個
別
に
説
明
を
加
え
る
と
と

も
に
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
用
い

て
誤
解
を
招
か
な
い
よ
う
情
報
提
供
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問
本
年
３
月
31
日
に
内
閣
府
有
識

者
検
討
会
が
発
表
し
た
被
害
想

定
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
伺
う

答
国
と
し
て
広
域
的
な
防
災
対
策

を
検
討
す
る
た
め
に
大
き
な
視

点
か
ら
被
害
想
定
を
行
っ
た
も
の
で

す
。
県
は
、
２
０
２
６
年
度
中
を
目
途

に
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
、
よ
り
詳

細
な
検
討
を
行
い
、
国
が
想
定
し
た
以

外
の
要
素
も
加
え
た
県
独
自
の
第
５
次

被
害
想
定
を
策
定
し
ま
す
。

本
市
で
は
県
の
見
直
し
を
待
っ
て

２
０
２
７
年
度
に
地
域
防
災
計
画
や
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
の
見
直
し
を
行
う

予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
実
効
性
の
高

い
防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
を
図
り
、

地
域
の
安
全
性
と
住
民
の
防
災
意
識
向

上
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。
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一般質問

川口知幸

•	

第
２
次
御
前
崎
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の

基
本
目
標
に
つ
い
て

•	

小
学
校
の
英
語
教
育
と
市
内
学
校
の
連
携
に
つ
い
て

•	
文
化
芸
術
の
継
承
・
振
興
と
文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て

問
第
２
次
御
前
崎
市
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
の
「
郷
土
を
愛
し

未
来
を
つ
く
る
人
づ
く
り
」
に
お
け
る

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材

を
ど
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
か

答
自
ら
の
考
え
を
ま
と
め
、
多
様

な
文
化
や
価
値
観
を
持
つ
人
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
変
化

の
激
し
い
世
界
で
新
た
な
価
値
観
を
創

造
で
き
る
ス
キ
ル
を
持
ち
あ
わ
せ
て
い

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
国
際
交
流
を
推
進
す
る
う
え
で

ス
ク
ラ
ム
御
前
崎
に
お
け
る
外

国
語
教
育
の
内
容
が
乏
し
い
と
感
じ
る
。

市
長
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か

答
令
和
８
年
度
ス
ク
ラ
ム
御
前
崎

の
外
国
語
教
育
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
教
育
委
員
会
と
丁
寧
に
連
携
し

作
成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。問

文
部
科
学
省
で
は
小
中
学
校
の

外
国
語
教
育
の
必
要
性
を
唱
え

て
い
る
が
、
本
市
と
し
て
は
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
か

答
外
国
人
の
外
国
語
指
導
助
手
を

各
校
に
配
置
し
、
実
践
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
で
き

る
よ
う
支
援
し
、
子
ど
も
た
ち
の
興
味

や
関
心
を
引
き
だ
す
工
夫
も
取
り
入
れ

て
お
り
ま
す
。

問
池
新
田
高
校
と
の
連
携
を
盛
ん

に
し
、
高
校
生
が
非
常
時
や
災

害
時
に
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す

る
基
盤
づ
く
り
を
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
教
育
部
長
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か

答
高
校
生
の
力
を
市
政
に
組
み
込

む
事
例
を
今
後
も
研
究
し
て
ま

い
り
ま
す
。
活
動
の
幅
を
広
げ
、
参
画
を

深
め
る
計
画
も
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
灯
台
の
啓
発
活
動
と
戦
後
八
十

年
を
経
過
し
た
戦
争
遺
留
品
の

利
活
用
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
市
長

に
伺
う

答
灯
台
は
国
指
定
重
要
文
化
財
で

あ
り
、ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
、

市
民
に
歴
史
を
継
承
し
て
い
く
必
要
性

を
感
じ
て
い
ま
す
。
戦
争
の
教
訓
や
想

い
を
風
化
さ
せ
ず
、
次
世
代
に
伝
え
て

い
く
た
め
、
歴
史
的
価
値
の
高
い
物
品

は
史
料
と
し
て
保
管
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

議会の様子は「YouTube」で
配信されています。

6月13日、6名が登壇　市政を問う

問
本
市
小
中
学
生
の
学
力
向
上
対

策
と
し
て
何
が
必
要
な
の
か

答
市
内
の
子
供
た
ち
が
進
ん
で
学

習
に
取
り
組
む
姿
勢
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
養
う
こ
と
に
向

け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
道
の
駅
に
お
け
る
農
業
振
興
の

成
果
に
つ
い
て

答
道
の
駅
の
業
務
見
直
し
に
よ
り

５
百
万
円
の
経
費
の
削
減
が
で

き
ま
し
た
。
販
売
施
設
の
レ
ジ
通
過
者

は
２
万
人
余
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

問
経
費
削
減
が
目
的
で
は
な
く
、

農
家
所
得
の
向
上
や
農
地
の
継

続
利
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は

答
そ
の
と
お
り
で
す
。
な
ぶ
ら
市

場
と
の
連
携
な
ど
、
集
客
数
を

増
や
し
販
売
額
を
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

問
財
政
健
全
化
の
内
、
使
用
済
核

燃
料
税
の
導
入
に
向
け
て
の
協

議
の
進
捗
状
況
は

答
現
在
、
使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵

施
設
の
適
合
性
審
査
中
で
す
。

こ
の
乾
式
貯
蔵
施
設
の
建
設
が
課
税
の

検
討
を
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
り
、
協

議
す
る
段
階
で
は
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

問
協
議
開
始
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
中
部
電

力
が
乾
式
貯
蔵
施
設
の
建
設
の
意
向

を
発
表
し
た
時
だ
っ
た
と
思
う
。
課
税
す
る
意

向
で
あ
れ
ば
、
協
議
は
先
行
す
べ
き
で
な
い
か

答
協
議
を
始
め
る
と
言
う
こ
と
は
、

建
設
が
確
定
し
て
い
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
無
駄
な
議
論
に
な
ら
な

い
よ
う
協
議
は
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
を

図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
子
育
て
世
代
や
若
年
層
へ
の
移

住
定
住
策
を
進
め
て
き
た
が
、

思
う
よ
う
な
成
果
は
な
か
っ
た
。
リ
タ

イ
ア
世
代
や
療
養
世
帯
等
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
す
る
つ
も
り
は
な
い
か

答
健
康
増
進
を
進
め
て
い
き
た
い

の
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
り
え
る

と
思
い
ま
す
。

問
市
内
の
社
会
資
本
を
フ
ル
活
用

し
、
高
齢
者
等
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
移
住

定
住
に
繋
が
る
と
思
う
が
い
か
が
か

答
市
内
の
社
会
資
本
を
活
用
す
る

こ
と
は
大
切
で
す
。
具
体
的
な

内
容
は
今
後
検
討
し
ま
す
。

一般質問

髙田和幸

•	

令
和
６
年
度
一
般
質
問
の
総
括
と	

移
住
定
住
施
策
に
つ
い
て
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一般質問

石川貴広

•	

サ
ー
フ
タ
ウ
ン
構
想
に
つ
い
て

•	

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

•	

子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て

問
「
サ
ー
フ
タ
ウ
ン
構
想
」
に
よ

り
市
が
目
指
す
将
来
像
を
伺
う

答
本
構
想
は
、
本
市
が
将
来
に
わ

た
り
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く

た
め
の
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ

り
、観
光
振
興
に
と
ど
ま
ら
ず
、移
住・

定
住
の
促
進
、
関
係
人
口
の
創
出
、
地

域
経
済
の
活
性
化
、
人
材
の
育
成
な
ど

の
波
及
効
果
を
意
識
し
、
地
域
全
体
の

価
値
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問
海
岸
周
辺
の
市
営
駐
車
場
の
有

料
化
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う

答
料
金
収
入
を
安
全
対
策
や
環
境

保
全
、
清
掃
費
に
充
て
る
こ
と

で
、
持
続
性
の
あ
る
環
境
整
備
が
可
能

に
な
る
と
認
識
し
て
お
り
、
利
用
者
と

地
域
住
民
の
利
便
性
を
考
慮
し
た
形
で

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
今
後
の

活
用
方
針
に
つ
い
て
伺
う

答
第
３
次
御
前
崎
市
総
合
計
画
を

策
定
し
て
い
く
中
で
、
地
域
課

題
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
取

り
組
み
に
お
い
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
受
け
入
れ
を
必
要
と
す
る
事
業
が
出

て
く
る
と
考
え
て
お
り
、
積
極
的
な
受

け
入
れ
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
満

了
後
の
定
住
支
援
策
を
伺
う

答
総
務
省
が
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
推
進
要
綱
」
で
定
め
る
制
度

を
利
用
し
て
、
起
業
や
事
業
継
承
、
定

住
支
援
に
繋
が
る
よ
う
、
調
査
・
研
究

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
市
内
の
子
ど
も
食
堂
の
現
状

と
、
市
が
子
ど
も
食
堂
に
期
待

す
る
役
割
を
伺
う

答
令
和
６
年
度
に
親
子
を
対
象
に

実
施
し
た
団
体
が
５
団
体
あ

り
、
食
事
の
提
供
を
通
じ
て
親
子
や
子

ど
も
た
ち
に
安
心
で
き
る
居
場
所
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
間
の
交
流

や
地
域
住
民
と
の
つ
な
が
り
を
育
む
場

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
本
当
に
支
援
が
必
要
な
子
ど
も

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
伺
う

答
子
ど
も
食
堂
が
支
援
や
つ
な
が

り
の
入
り
口
と
し
て
機
能
す
る

よ
う
、
積
極
的
な
周
知
な
ど
関
係
者
間

で
の
情
報
共
有
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い

て
も
改
善
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
厚
生
労
働
省
は
改
正
労
働
安
全

衛
生
規
則
を
６
月
１
日
か
ら
施

行
し
ま
し
た
。
熱
中
症
の
対
策
と
し
て

暑
さ
指
数
28
以
上
ま
た
は
気
温
31
度
以

上
の
環
境
で
、
連
続
１
時
間
以
上
ま
た

は
１
日
４
時
間
を
超
え
る
作
業
が
義
務

化
の
対
象
と
な
り
、
対
策
を
怠
っ
た
場

合
６
カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円

以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
市
民

へ
の
対
策
と
施
行
の
広
報
に
つ
い
て
伺

う
答
本
市
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
に

つ
き
ま
し
て
市
民
の
安
全
と
健

康
を
守
る
取
り
組
み
と
し
て
、
公
共
施

設
と
民
間
事
業
所
18
か
所
を
暑
さ
が
し

の
げ
る
場
所
「
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
」
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
開
放

し
て
い
ま
す
。

広
報
活
動
は
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト

発
令
の
際
、
同
報
無
線
・
市
公
式
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
通
じ
て
注
意
喚
起
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

問
熱
中
症
の
重
篤
化
を
防
ぐ
早
期

発
見
・
早
期
対
処
の
体
制
整
備

に
つ
い
て
一
連
の
実
施
手
順
の
告
知
を

ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
伺
う

答
現
在
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
が
、
改
正
労
働
安

全
衛
生
規
則
を
分
か
り
や
す
く
要
約
し

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
周
知

な
ど
地
域
・
商
工
会
・
農
業
者
な
ど
の

関
係
団
体
と
も
必
要
な
対
応
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

問
県
は
温
暖
化
対
策
の
適
応
策
と

し
て
、
亜
熱
帯
果
樹
ア
ボ
カ
ド

の
栽
培
技
術
の
確
立
を
３
年
か
け
て
目

指
す
と
の
こ
と
で
す
が
、
す
で
に
本
市

で
は
生
産
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
静
岡
県

最
南
端
の
生
産
地
化
を
目
指
せ
る
と
思

い
ま
す
が
い
か
が
か

答
県
で
は
「
し
ず
お
か
ア
ボ
カ
ド

産
地
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事

業
」
を
立
ち
上
げ
栽
培
実
証
の
協
力
事

業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
気
候
変
動

に
よ
り
ミ
カ
ン
な
ど
影
響
を
受
け
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
温
暖
化
に
対
応
で

き
需
要
拡
大
も
見
込
め
る
ア
ボ
カ
ド
の

生
産
を
進
め
て
い
る
も
の
で
す
。
本
市

に
お
い
て
も
荒
廃
し
た
茶
園
の
有
効
利

用
や
、
複
合
経
営
化
な
ど
に
活
用
で
き

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
県
調
査

の
動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一般質問

二俣秀明

•	

熱
中
症
発
生
防
止
に
向
け
た	

取
り
組
み
に
つ
い
て

•	

温
暖
化
適
応
対
策
農
産
物
へ
の	

取
り
組
み
に
つ
い
て
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問
国
道
１
５
０
号
線
南
側
の
悪
臭

対
策
の
現
状
と
市
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う

答
悪
臭
に
関
す
る
対
応
は
、
通
報

を
い
た
だ
い
た
際
に
詳
細
な
聞

き
取
り
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

現
地
確
認
を
行
い
、
原
因
と
な
る
事
業

者
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
関
係

各
課
が
連
携
し
、
臭
気
調
査
の
実
施
、

事
業
者
へ
の
継
続
的
な
指
導
や
助
言
、

県
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
家
庭
ゴ
ミ
の
焼
却
は
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
お
り
、
違
反
者
に
は

厳
し
い
対
応
が
求
め
ら
れ
る
が
、
現
状

と
対
策
を
伺
う

答
家
庭
ゴ
ミ
の
焼
却
行
為
は
、
非

常
に
大
き
な
危
険
を
伴
う
行
為

で
あ
り
、
火
災
予
防
の
観
点
か
ら
も
関

係
部
署
と
連
携
し
注
意
喚
起
、
指
導
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
猫
の
放
し
飼
い
に
よ
り
近
隣
住

民
の
良
好
な
生
活
環
境
が
阻
害

さ
れ
て
い
る
。
猫
の
屋
内
飼
育
を
ル
ー

ル
化
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う

答
室
内
飼
い
を
推
奨
す
る
チ
ラ
シ

を
作
成
し
注
意
喚
起
を
行
っ
て

い
ま
す
。
市
民
の
良
好
な
生
活
環
境
の

確
保
と
大
切
な
ペ
ッ
ト
の
命
を
守
る
た

め
に
も
、今
後
、室
内
飼
育
を
含
む
ル
ー

ル
化
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
空
き
家
・
荒
廃
農
地
を
放
置
す

る
こ
と
に
よ
り
周
辺
住
民
の
生

活
環
境
に
悪
影
響
が
及
ぶ
。
現
状
と
対

策
を
伺
う

答
市
で
は
「
空
き
家
等
バ
ン
ク
」

を
設
置
す
る
と
と
も
に
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
協
定
を
締

結
し
、
管
理
面
か
ら
も
支
援
で
き
る
仕

組
み
作
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
荒
廃

農
地
は
、
農
業
委
員
会
が
所
有
者
に
対

し
て
指
導
と
改
善
を
促
し
て
お
り
ま
す
。

問
市
民
の
身
近
で
起
こ
っ
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決
す
る

た
め
の
新
た
な
ル
ー
ル
を
設
け
る
べ
き

で
は
な
い
か
伺
う

答
市
民
に
快
適
な
生
活
環
境
を
確

保
す
る
た
め
、
部
署
同
士
の
連

携
を
強
化
し
、
一
丸
と
な
っ
て
対
応
す

る
と
と
も
に
、今
後
、条
例
な
ど
の
ル
ー

ル
作
り
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一般質問

村田明彦

•	

快
適
で
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
に
つ
い
て

問
焼
却
施
設
に
搬
入
さ
れ
る
生
ゴ

ミ
の
有
効
利
用
の
具
体
的
な
対

策
に
つ
い
て
伺
う

答
循
環
型
社
会
の
構
築
が
求
め
ら

れ
る
現
在
に
お
い
て
、
生
ゴ
ミ

や
草
木
な
ど
を
堆
肥
に
変
え
る
コ
ン
ポ

ス
ト
は
非
常
に
有
益
な
取
り
組
み
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
生
ゴ
ミ
に
は

大
変
多
く
の
水
分
が
含
ま
れ
て
い
る
た

め
、
焼
却
処
分
に
お
い
て
は
重
油
等
の

燃
料
を
多
く
使
用
し
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
生
ゴ
ミ
を
堆
肥
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
焼
却
施
設
に
搬
入
さ
れ
る

生
ゴ
ミ
の
減
量
化
が
図
ら
れ
る
と
と
も

に
、
搬
入
可
燃
ゴ
ミ
全
体
の
水
分
比
も

減
少
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
焼
却
時
に

使
用
す
る
重
油
量
や
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
効
果
も
期
待
で
き
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
」
を
宣
言
し
て
い
る
本
市
に

と
り
ま
し
て
も
、
コ
ン
ポ
ス
ト
は
積
極

的
に
促
進
す
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
現
在
行
わ
れ
て
い
る
主
な
取

り
組
み
と
し
ま
し
て
は
、
各
家
庭
で
利

用
で
き
る
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
の
購
入
に

対
す
る
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
手
軽
に
家
庭
で
コ
ン
ポ
ス
ト
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
作
り
、

生
ゴ
ミ
の
再
資
源
化
や
市
民
の
環
境
保

全
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

問
大
井
川
利
水
関
係
協
議
会
に
お

け
る
協
議
の
前
に
議
会
の
意
見

を
聞
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
市
長

の
考
え
を
伺
う

答
「
議
会
の
意
見
も
十
分
に
聞
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
」
と
の
意

見
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
後
の
大
井
川

利
水
関
係
協
議
会
開
催
に
向
け
て
、
議

会
全
員
協
議
会
で
意
見
交
換
の
場
を
設

け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
民
向
け
の
発
信
に
つ
き
ま
し
て

は
、
広
報
お
ま
え
ざ
き
や
定
例
記
者
会

見
な
ど
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
県
境
付
近
の
調
査
再
開
に
つ
い

て
伺
う

答
突
発
湧
水
の
こ
と
を
不
測
の
事

態
と
指
す
か
と
い
う
と
、
突
発

湧
水
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
想
定
で

き
な
い
事
態
に
対
し
て
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
い
う
表
現
だ
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

一般質問

福田伸次

•	

焼
却
施
設
に
搬
入
さ
れ
る
生
ゴ
ミ
の
有
効
利
用
の

具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て

•	

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
工
事
に
伴
う	

水
問
題
に
つ
い
て
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令
和
７
年
６
月
20
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
第
２
期
御
前
崎
市
ま
ち・ひ
と・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
お
け
る
令
和

５
年
度
の
事
業
評
価
に
つ
い
て
関
係
部

課
長
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

各
課
の
取
り
組
み
状
況
等
詳
細
な
事

業
評
価
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
公
表
さ
れ
ま
す
。

重
要
事
業
に
お
け
る
実
績
及
び
評
価

は
次
の
と
お
り

中
長
期
計
画
共
創

特
別
委
員
会

予
算
決
算
審
査

特
別
委
員
会

原
子
力
対
策

特
別
委
員
会

令
和
７
年
６
月
18
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
第
51
号
令
和

７
年
度
御
前
崎
市
一
般
会
計
予
算
の
補

正
（
第
１
号
）
及
び
議
案
第
52
号
令
和

７
年
度
御
前
崎
市
佐
倉
財
産
区
特
別
会

計
予
算
の
補
正
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

関
係
部
課
長
か
ら
細
部
に
わ
た
り
内
容

の
説
明
を
求
め
、
慎
重
に
審
査
し
た
結

果
、
本
委
員
会
と
し
て
は
、
い
ず
れ
の

議
案
も
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
６
月
20
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
次
の
と
お
り
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

１　
浜
岡
原
子
力
発
電
所
に
係
る
原
子

力
規
制
検
査
結
果
に
つ
い
て

　
　
　
原
子
力
規
制
庁

　
　
　
浜
岡
原
子
力
規
制
事
務
所

　
　
　
吉
田
事
務
所
長

設
備
の
機
能
や
安
全
面
な
ど
に
つ
い

て
検
査
し
、
令
和
６
年
度
の
総
合
的
な

評
定
は
最
も
良
好
な
第
１
区
分
と
い
う

結
果
で
あ
っ
た
。

報
委
員

告会
第２期 御前崎市まち・ひと・しごと創生総合戦略全体像（概要）

※※１１：：目目標標達達成成後後にに指指標標再再設設定定

・津波避難訓練参加者数
・多言語防災発信体制の整備（※１）

（5）利便性の高いモビリティサービ
　　スの実現

① 持続可能な地域公共交通ネットワー
　　クの構築
② 新たなモビリティサービスの実現

・新たな公共交通形態の構築（※１）
・実証実験の実施

・レシピコンテスト開催
・レシピ本の作成・配布
・レシピ活用事業所数

（2）スマート自治体の実現
① ＡＩ・ＩＣＴ等の導入・利活用による市
　　民サービスの向上
② 庁内サーバのクラウド化への推進

・情報化推進計画の策定（※１）
・庁内サーバのクラウド移行率

（3）高校・大学等との連携によるま
　　ちづくりの推進

① 高校生、大学生等によるまちづくり
　　の推進
② 県外在住の大学生等との交流

・まちづくり連携学校数
・交流会参加者数

・新聞（地元紙）への掲載記事数
・ホームページの閲覧件数
・新たな情報発信体制の整備（※１）

（2）観光、スポーツ、食による
　　交流・関係人口の拡大

① 御前崎港周辺の賑わい創出
② スポーツ交流人口の拡大
③ 御前崎ブランドの推進

・岬の観光入込客数
・スポーツ交流人口
・市内宿泊者数
・御前崎ブランド認定数
・御前崎ブランド取扱（提供）店舗数

戦戦略略３３
『『希希望望』』ああるる子子育育てて・・活活躍躍のの場場
づづくくりり
　若い世代の結婚・出産・子育ての
　希望をかなえ、誰もが活躍できる
　地域社会をつくる

（1）少子化対策と子育て環境の充実
① 情報発信の強化と相談体制の充実
② 地域一体となった子育て応援

・情報発信アプリ登録者数
・情報発信回数
・一時預かり所の制度構築と試行（※１）

（2）誰もが活躍する地域社会の実現
① 新たな活躍の場の創出
② 多文化共生社会の実現

・シルバー、ボランティア等育成人数
・地域ニーズ等とのマッチング人数
・多文化支援制度の構築（※１）

子
ど
も
た
ち
の
　
夢
と
希
望
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
　
御
前
崎

  ・・御御前前崎崎市市人人口口

　　　　　　3311,,227755人人

  ・・交交流流・・関関係係人人口口

　　　　　　22,,773333,,000000人人

  ・・移移住住者者数数

　　　　　　22,,550000人人//累累計計

  ・・御御前前崎崎市市にに住住みみ続続
　　けけたたいいとと思思うう人人のの割割
　　合合

　　　8800..00％％

戦戦略略１１
『『活活力力』』ああるる仕仕事事・・人人材材づづくくりり
　安定した雇用を維持・創出すると
　ともに、新たな人材育成・支援体
　制を整える

（1）商工業の振興と企業誘致
① 地域の優位性を活かした企業誘致
　　の推進
② 市内企業の事業継続に向けた支援

① 地域教材を扱った授業、行事の推進
② 郷土を愛し未来を創る御前崎人の育
　　成支援

戦戦略略２２
『『魅魅力力』』ああるる発発信信・・交交流流づづくくりり
　市の魅力を十分に発信し、交流
　人口・関係人口の創出を図り、新
　たなひとの流れをつくる

（1）市の情報発信の強化
① 戦略的なパブリシティ広報の推進
② 新たな情報発信サービスの確立

戦戦略略４４
『『安安心心』』ああるる地地域域づづくくりり
　時代にあった地域と安心なくらし
　をつくり、地域・企業・団体と連携
　する

（1）食を通した健康まちづくりの推進
① 健康レシピの開発・普及
② 官民連携による健康レシピの推進

（4）津波に強い地域づくりの推進
① 地域の特性にあわせた津波避難訓
　　練への参加促進
② 多言語による防災・避難情報の発信

・新規立地企業件数
・企業研修受入件数
・セミナー参加事業所数

（2）農林水産業の振興と人材育成
① 農業の担い手育成支援
② 水産業の担い手育成支援

・新規就農研修受入農家数
・新規就農研修受入研修生数
・水産業体験・研修受入人数

（3）地域で活躍する人材の教育
　　（小・中学校）

・小・中学校での地域教材を扱った授業に
　かかわる地域人材数
・地域行事へ参加している生徒児童の割合
・静岡県青少年指導者級別認定者数

御前崎市人口ビジョン 御前崎市総合戦略　『令和２年度（2020年度）～令和６年度（2024年度）』

長期見通し
（2060年）

将来都市像
（2025年）

成果指標
（2024年）

戦略体系 施策体系 事業体系 活動指標

【【現現状状】】

自自然然減減・・社社会会減減

合合計計特特殊殊出出生生率率 11..7722  

【【本本市市人人口口のの見見通通しし】】
1100年年後後((22003300年年)) 22万万66000000人人

2255年年後後((22004455年年)) 11万万99000000人人
（国立社会保障・人口問題研究所推計）

施施策策のの実実施施にによよりり

22002255年年 社社会会移移動動均均衡衡

22003355年年 合合計計特特殊殊出出生生率率

22..0077 をを達達成成

【【目目指指すすべべきき姿姿】】

1155年年後後（（22003355年年））時時点点

33万万人人 をを確確保保

（（22006600年年22万万55880000人人））

指標名 令和5年
実績値 評　価

交流・関係人口 2,049,614 人 達成度 75％以上
（Ｂ評価）

移住者数 2,125 人 達成度 75％以上
（Ｂ評価）

住み良い街だと
思う人の割合 61.9％ 達成度 75％以上

（Ｂ評価）



おまえざき  市議会だより　第 81 号　　2025 年 4.5.6 月

13

２　
原
子
力
災
害
対
策
指
針
に
つ
い
て

　
　
　
原
子
力
規
制
庁

　
　
　
放
射
線
防
護
企
画
課

　
　
　
中
野
原
子
力
防
災
専
門
職

こ
の
指
針
は
福
島
第
一
原
子
力
発
電

事
故
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
原
子
力
災
害

対
策
重
点
区
域
の
設
定
や
緊
急
事
態
に

お
け
る
判
断
基
準
を
導
入
し
、
原
子
力

災
害
対
策
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に

定
め
ら
れ
た
。
区
域
の
設
定
や
判
断
基

準
な
ど
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

住
民
の
避
難
や
一
時
移
転
、
屋
内
退
避

な
ど
、
避
難
措
置
の
判
断
が
可
能
と

な
っ
た
。

高
度
・
救
命
医
療
を
公
立
置
賜
総
合

病
院
が
行
い
、
初
期
医
療
や
慢
性
期
の

治
療
を
各
市
町
で
開
院
し
て
い
る
サ
テ

ラ
イ
ト
病
院
で
行
い
ま
す
。
総
合
病
院

は
、
置
賜
地
域
で
唯
一
の
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
を
持
ち
、
地
域
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
や
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
市
立
病
院
か

ら
企
業
団
が
運
営
す
る
公
立
病
院
と
し

て
再
編
し
た
経
緯
や
再
編
す
る
う
え
で

の
問
題
点
な
ど
を
伺
い
、
総
合
病
院
と

サ
テ
ラ
イ
ト
病
院
の
連
携
に
つ
い
て
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑵
サ
テ
ラ
イ
ト
病
院
に
つ
い
て 

（
山
形
県
公
立
置
賜
長
井
病
院
）

公
立
置
賜
長
井
病
院
は
、
基
幹
病
院

で
あ
る
公
立
置
賜
総
合
病
院
と
機
能
分

担
を
図
り
な
が
ら
、
サ
テ
ラ
イ
ト
病
院

と
し
て
長
井
市
や
西
置
賜
地
域
の
医
療

を
支
え
て
い
ま
す
。
平
成
12
年
以
前
は

長
井
市
立
総
合
病
院
と
し
て
開
院
し

て
い
ま
し
た
が
、
病
院
再
編
に
よ
り

４
６
３
床
あ
っ
た
病
床
数
を
削
減
し
、

現
在
は
50
床
の
病
床
数
と
な
り
ま
し

た
。
12
の
外
来
診
療
科
と
透
析
部
門
を

有
し
て
お
り
、
地
域
の
医
療
を
担
っ
て

い
ま
す
。

視
察
研
修

視
察
日　
令
和
７
年
５
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
～
５
月
15
日
（
木
）

視
察
先
及
び
内
容

⑴
病
院
経
営
に
つ
い
て 

（
山
形
県
公
立
置
賜
総
合
病
院
）

公
立
置
賜
総
合
病
院
は
、
２
市
２
町

と
県
で
構
成
す
る
「
置
賜
広
域
病
院
企

業
団
」
が
設
置
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
に
企
業
団
と
し
て
病
院
を
再

編
し
ま
し
た
。

文
教
厚
生
委
員
会
視
察
研
修

公立置賜総合病院を見学する議員公立置賜長井病院で病院長から説明を受ける議員

３　
２
号
機　
原
子
炉
建
屋
１
階
に
お

け
る
火
災
の
原
因
と
対
策
に
つ
い

て
　
　
　
中
部
電
力
㈱

原
因
は
エ
ア
ー
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
の
動

力
源
で
あ
る
圧
縮
空
気
に
含
ま
れ
る
潤

滑
油
が
耐
火
シ
ー
ト
に
付
着
し
、
グ
ラ

イ
ン
ダ
ー
の
火
花
に
よ
り
着
火
し
た
と

推
定
。

対
策
と
し
て
、
火
花
が
当
た
る
箇
所

は
金
属
板
で
防
火
養
生
す
る
こ
と
な
ど

と
し
た
。

1

屋屋内内退退避避

屋内退避とは、住民等が比較的容易に採ることができる対策であり、建物
の中に避難することにより、建物の気密性により放射性物質の建物内への
侵入が抑制され、放射性物質の吸入による内部被ばくを低減させることが
できる。
加えて、建物の遮へい効果により、プルーム中や地面に沈着した放射性物
質からの放射線による外部被ばくを低減させることができる。

風上 風下

放射性プルーム
（放射性物質を含む空気の一団）

放射性物質からの放射線

放射性物質の吸入

地面に沈着した放射性物質
からの放射線

放射性物質
の沈着

原原子子力力施施設設

事故

（出典：原子力規制庁）1

屋屋内内退退避避

屋内退避とは、住民等が比較的容易に採ることができる対策であり、建物
の中に避難することにより、建物の気密性により放射性物質の建物内への
侵入が抑制され、放射性物質の吸入による内部被ばくを低減させることが
できる。
加えて、建物の遮へい効果により、プルーム中や地面に沈着した放射性物
質からの放射線による外部被ばくを低減させることができる。

風上 風下

放射性プルーム
（放射性物質を含む空気の一団）

放射性物質からの放射線

放射性物質の吸入

地面に沈着した放射性物質
からの放射線

放射性物質
の沈着

原原子子力力施施設設

事故

（出典：原子力規制庁）屋内退避のイメ―ジ図
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委 員 長　植田浩之　　　委員　小田芳久　　石川貴広　　川口知幸
副委員長　村田明彦　　　　　　福田伸次　　髙田和幸　　　　　　

編
議 広 特 委
集
会 報 別 員会

9月議会定例会の予定

	8月	20日（水）	 議会運営委員会
	 	29日（金）	 本会議（議案説明）
	9月	10日（水）	 本会議（質疑・一般質問）
	 	11日（木）	 本会議（一般質問）
	 	12日（金）	 総務経済委員会
	 	 	 文教厚生委員会
	 	16日（火）	 予算決算審査特別委員会
	 	17日（水）	 予算決算審査特別委員会
	 	18日（木）	 予算決算審査特別委員会
	 	19日（金）	 特別委員会
	 	26日（金）	 議会運営委員会
	 	30日（火）	 本会議（質疑・討論・採決）

議会を傍聴しませんか？
○市議会はどなたでも傍聴することができます。傍聴席には限りが

ありますので、超過した場合は別室でのテレビ傍聴となります。
○耳の聞こえにくい方のためにイヤホン型の補聴支援用機器があり

ます。（3 名分）
○事前予約は必要ありません。当日、市役所 4 階議会事務局へ 

お越しください。
○御前崎市議会傍聴規則をお守りください。
◎傍聴に来られない方も市議会の様子をご覧いただけます！！
本会議・常任委員会・予算決算審査特別委員会等の内容は、おま
えざきケーブルテレビの市民チャンネルのデジタル 122 チャンネ
ルで放映されます。放送日については、その都度、音声告知放送
にてお知らせします。
また、本会議・常任委員会の内容は、インターネット
動画共有サイト「YouTube」でライブ・アーカイブ
配信されます。

市民の皆様の声をお寄せください
議会だより作成や編集に役立てるため、議会だよりの感想をお聞
かせください。電話・FAX・郵送・E メールで受付します。
◇住所・氏名・電話番号を明記してください。
◇お便りの返却はいたしません。

御前崎市議会 議会広報特別委員会（議会事務局）
〒437-1692 静岡県御前崎市池新田5585
TEL（NTT・CATV） : 0537-85-1115 / FAX : 0537-85-1139
E-mail : gikai@city.omaezaki.shizuoka.jp

問
い
合
わ
せ
先御前崎市マスコットキャラクター

ふうちゃん
御前崎市マスコットキャラクター

なみまる

9月議会定例会は、8月29日（金）から9月30日（火）までの
33日間の会期で開催される予定です。
日程は、変更になる場合がありますので、事前に議会 
事務局（電話85-1115）までお問い合わせください。

議
会
の
う
ご
き

4　月
９
日	

議
会
広
報
特
別
委
員
会

16
日	

議
会
広
報
特
別
委
員
会

17
日	

東
海
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
・
理
事
会

21
日	

議
会
全
員
協
議
会

	

予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

5　月
８
日	

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議
会
協
議
会
定
期
総
会

９
日	

政
治
倫
理
審
査
委
員
会

12
日	

全
国
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
村
協
議
会
総
会

14
日	

防
衛
省
全
国
情
報
施
設
協
議
会
役
員
会

	

文
教
厚
生
委
員
会
視
察
研
修
（
～
15
日
）

19
日	

議
会
全
員
協
議
会

	

予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

	

政
治
倫
理
審
査
委
員
会

20
日	

全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

27
日	

政
治
倫
理
審
査
委
員
会

30
日	

静
岡
県
地
方
議
会
議
長
連
絡
協
議
会
・
第
１
回
政
策
研
修
会

6　月
２
日	

６
月
議
会
定
例
会
本
会
議
（
初
日
）

	

文
教
厚
生
委
員
会

	

政
治
倫
理
審
査
委
員
会

６
日	

政
治
倫
理
審
査
委
員
会

10
日	

政
治
倫
理
審
査
委
員
会

	

議
会
運
営
委
員
会

12
日	

６
月
議
会
定
例
会
本
会
議
（
質
疑
・
一
般
質
問
）

	

政
治
倫
理
審
査
委
員
会

13
日	

６
月
議
会
定
例
会
本
会
議
（
一
般
質
問
）

17
日	

総
務
経
済
委
員
会

	

文
教
厚
生
委
員
会

18
日	

予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

	

議
会
運
営
委
員
会

20
日	

中
長
期
計
画
共
創
特
別
委
員
会

	

総
務
経
済
委
員
会

	

原
子
力
対
策
特
別
委
員
会

24
日	

牧
之
原
市
御
前
崎
市
広
域
施
設
組
合
施
設
の
調
査
研
究
報
告
会

26
日	

議
会
運
営
委
員
会

30
日	

６
月
議
会
定
例
会
本
会
議
（
最
終
日
）

	

議
会
運
営
委
員
会

	
議
会
全
員
協
議
会


